


電気室 地下１F （GL ｰ 約４ｍ）

【事故発生状況】 【再発防止策】

【事故発生原因】

１・２系汚泥処理施設の解体工事において、事故の直前
に別の作業員に地下に入る旨を声掛けを行い、作業員１名
が解体中の建物の地下に入った（重機は停止中）。戻りが
遅いと感じた別の作業員が確認すると、地下で、作業員が
倒れているのを発見した。上部から崩落したコンクリート
塊が頭に当たったものとみられ、救急搬送されたが、その
後死亡が確認された。

上部に落下の危険性がある物が存在する状況で、
作業員が立ち入らないよう徹底し、立入禁止対策
を行う。
現場内の危険箇所の確認を行い、周知の徹底を
行う。

【断面図】 【平面図】

別紙

上部のコンクリートのがれきが除去されていないにもか
かわらず、地下へ立ち入り、作業を実施したこと。

【状況写真】

事故発生状況と再発防止策 （R8.2.10 大阪府豊中市）


